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巻頭言

同門会会長挨拶 
瞼の父を目指して（3） 

野平  久仁彦 
北海道大学医学部形成外科同門会 会長 

蘇春堂形成外科 理事長

　コロナ禍も開け、この出来事を通してパンデミックがどう始まり、どう収束していくかという一部始終を実体験で
きたのは、歴史の巡り合わせとはいえ貴重な経験でした。喉元を過ぎるとすぐに忘れてまた世の中がはしゃぎ出すか
と思いきや、そうとはならず、今のところ落ち着いた時間が過ぎているようです。さて瞼の続きです。 

　皆さんもご経験があると思いますが、瞼の手術をたくさんしていると、千人に一人くらいの割合で手術による眼瞼
痙攣の発症を見ることがあります。腱膜前転をした途端に、眉間にしわを寄せ、目が開けにくいことを訴えます。人
によっては自律神経失調状態となり、気分が悪くなったり、動悸がしたり、精神不穏状態になることもあります。一
度スイッチが入ると元に戻すことは難しく、対応によっては医療トラブルになります。私も2015年頃からその存在に
気づき、浜松の松尾清先生を毎年訪ね、眼瞼痙攣に対する手術治療について多くを学んできました。しかしその理論
を理解するのは難しく、手術法が一般的にも広く認知されているとは言えません。彼も論文を書いても査読できる人
がいないので、なかなかacceptされないそうです。ミュラー筋の器械受容体の感度を下げる、advanced desensiti-
zation of mechanoreceptors in Müller's muscle（ADM）手術にしても、この手術単独で改善する例は半数ほど
で、その適応についても明確な指針がありません。これは教科書にないことをやっているためで、圧倒的にエビデン
スがありません。ADM手術で改善しない場合には次にどういう手を打つか。治療法が開発されていない以上、自分
で開発するしかありません。従来より眼輪筋切除という方法がありました。私ももう10年以上前に行っていました
が、筋肉を切除するために皮膚がしわしわになります。筋肉を切除しても痙攣が治ることはなく、これは破壊的な手
術だと思ってその後はやっていませんでした。そこで手術的にBotox効果を出す方法はないか考えました。筋肉を切
除せずに動きを止めるには、筋肉の線維と直行して筋肉の連続性を断つように多数箇所で切断すればよいのではない
か。最初は重瞼線切開から上眼瞼皮下を筋肉直上で眼窩周囲まで広く剥離して、筋体を露出したあとにCO2レーザー
で切断しました。しかし皮膚が薄い人の場合、術後に皮膚のしわができたり凹凸が見えることがあります。そのため
眼窩隔膜と筋肉の間を剥離し、眼輪筋裏面から筋肉を切断する方法に変えました。それでも多少凹凸は出ますが、皮
下を剥離する方法よりは変形が少なくなります。 

　この分野の文献検索をしていたら、2023年に台湾の高雄大学形成外科のLai先生が同じような手術をしていること
を知りました。実は2023年6月にマレーシアのペナンで開かれたOSAPSでお会いしましたが、あまりのタレントぶ
りに驚きました。アジアでも眼瞼の手術をたくさん行っている施設ですので、今後も交流を深めたいと思っていま
す。 

　OSAPSはコロナ禍で開催が延びていましたが、数年前から主催者の事務局長であるLay Hooi Lim先生からSeiichi 
Ohmori Memorial Lectureを依頼されていました。演題はThe evolution of microsurgical blepharoplasty and 
periorbital rejuvenation (a personal experience)としました。講演では大浦先生から新冨先生につながる北大形成
外科と大森清一先生との関わりから始め、新冨先生の創始になるmicro下の眼瞼の美容外科手術を紹介しました。眼
瞼下垂手術や重瞼術、下眼瞼形成術、前額リフト、眼瞼痙攣の治療について動画をたくさん含めて45分の発表を行
いました。発表後スタンディングオベーションが５分位続き、その熱気に驚くとともに、大変光栄に感じました。続
きは次回にします。

巻頭言
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教授挨拶 

山本  有平 
北海道大学医学部形成外科学教室 代表 
北海道大学大学院医学研究院・医学部 　 

形成外科学教室 主任教授

　昨年より大きく若返った教員スタッフ陣営も、時と共に落ち着きを見せております。舟山恵美医学研究院准教授・
病院診療教授はGM：General Managerとして、多岐にわたる教室員人事を調整され、前田　拓病院講師・診療准教
授はAM：Assistant Managerとして専攻医・専門研修プログラムを統括され、石川耕資医学研究院助教・診療講師
にはAMとして教室ホームページや同門会・教室年報の管理および編集をしっかりと行なって頂いています。そし
て、三浦隆洋病院助教は、大澤昌之病院客員教授の指導の下に頭蓋顎顔面外科の診療に日々奮闘し、治療成績も向上
してきております。 
　大学院活動も非常に活発で、現在８名の学徒が、魅力的かつ興味深い基礎研究に精力的に邁進しております。ま
た、新たに、松田識郁先生、徐 東經先生が立派な成績で日本形成外科学会認定専門医を取得しました。是非ともさ
らなる精進を重ね、より高く羽ばたいて下さい。さらに、組織の勢いに欠かせない若い力となる新入教室員は順調に
増えており、ここ３年で12名の専攻医が仲間として加わり、形成外科研修に努め教室を盛り上げてくれております。
皆の今後の活躍に大いに期待しております。 
　さて、本年は、当教室が全国学会を主催する機会はありませんでしたが、同門から輩出された教授方が、それぞれ
の地で有意義な学会を開催されました。６月には、福島医科大学形成外科 小山明彦教授が第38回北日本形成外科学
会学術集会を、９月には、愛知医科大学形成外科 古川洋志教授が第19回日本血管腫血管奇形学会学術集会を、同月
に、筑波大学形成外科 関堂　充教授が第11回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会を、そして、10
月には、旭川医科大学形成外科 林　利彦教授が第105回北日本形成外科学会北海道地方会を、会長として主催されて
大きな成功を得られました。本教室・同門会員にとって大きな誉でございます。 
　私がこれまでに多くの時間を費やし、関わってきました学会活動について、ここで簡単に振り返りますと、主な事
項は下記となりますでしょうか？ 

【日本形成外科学会】若かりし40代前半より、数名の有志と共に、基本領域の学会として発展して行くために必要
な２階建て専門医制度、診療ガイドライン制定、疾患データベース構築などを訴え、各委員会委員長として専門
医試験全問題の見直し、学会ホームページの抜本的リニューアル、初めてのsubspecialityとなる皮膚腫瘍外科指
導専門医制度の樹立、財務担当常任理事として、正会員年会費見直しによる財務状態の健全化 

【日本創傷外科学会】初代編集長として、形成外科領域で初の試みとなる完全電子ジャーナル「創傷」の創刊、理事
長として、形成外科領域で国内初となる英文学会機関誌：IJSWC (International Journal of Surgical Wound 
Care) の発刊 

【日本頭蓋顎顔面外科学会】理事長として、代議員の拡充、学会広報事業の活性化、専門医制度の変革 
【日本美容外科学会】初代総務委員として、これまでの各種会則、正会員資格、担当事務局契約、正会員年会費など
の見直し 

【日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会】創立理事として、定款・各種細則などの作成 

　現在は、いくつかの学会の監事を拝任し、それぞれに多くの課題を抱えている各学会における次世代の勇躍なる舵
取りを見守っております。 
　今後も、本教室ならびに各学会の発展のために先輩、同輩、後輩の多くの方々からの御指導、御協力を賜れば幸
甚に存じます。
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 沿革  History
　北海道大学医学部形成外科学教室：北大形成外科の歴史は、初代教授、現北海道大学名誉教授である

大浦武彦に始まる。大浦は、当時日本で唯一の形成外科診療科があった東京警察病院の故大森清一先生

のもとで形成外科を研修した後、1965（昭和40）年4月に北海道大学医学部皮膚科学教室三浦祐晶教授

のご配慮により形成外科診療班をつくり、医学部附属病院皮膚科で形成外科の診療を開始した。 

　1978（昭和53）年6月には、その後の積極的な診療活動および当時の文部省、大蔵省への働きかけに

より、北海道大学医学部附属病院に形成外科診療科が新設され、大浦が北海道大学医学部形成外科初代

教授に選任された。教室定員は５であった。 

　1985（昭和60）年5月には、北海道大学医学部形成外科同門会が設立され、初代会長には浜本淳二が

選出された。 

　1987（昭和62）年4月には、北海道大学医学部附属病院形成外科における臨床・研究両面にわたる 

実績が認められ、北海道大学医学部に形成外科学講座が新設された。 

　1995（平成7）年9月には、杉原平樹が第2代教授に就任し、同年12月より、新冨芳尚が第2代同門会

会長となった。 

　2005（平成17）年4月には、山本有平が第3代教授に就任した。 

　2007（平成19）年12月より、吉田哲憲が第3代同門会会長となった。 

　2008（平成20）年7月には、関堂　充が筑波大学形成外科教授に割愛された。 

　2017（平成29）年12月には、小山明彦が福島県立医科大学形成外科教授に割愛された。 

　2018（平成30）年4月には、古川洋志が愛知医科大学形成外科特任教授に割愛され、 

　2019（平成31）年4月に、愛知医科大学形成外科教授に就任した。 

　同年12月より、野平久仁彦が第4代同門会会長となった。 

　2021（令和3）年1月には、林　利彦が旭川医科大学形成外科教授に割愛された。 

　この間、北海道大学医学部形成外科は同門ならびに教室員と共に、さらなる飛翔を遂げ続けている。

教室創立年月日：1965（昭和40）年４月１日
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初代教授　大浦武彦 
（1931年-） 

在任　1978年6月16日～1995年3月31日

第２代教授　杉原平樹 
（1941年-2020年） 

在任　1995年9月1日～2005年3月31日

第３代教授　山本有平 
（1959年-） 

在任　2005年4月1日～

歴 代 教 授

第２代会長　新冨芳尚 
（1943年-） 

在任1995年12月1日～2007年11月30日

第３代会長　吉田哲憲 
（1946年-） 

在任　2007年12月1日～2019年12月14日

初代会長　浜本淳二 
（1932年-2009年） 

在任1985年5月1日～1995年11月30日

歴代同門会会長

北海道大学医学部形成外科同門会 役員 
2023年12月2日現在 　会　頭 山本有平 

　名誉会員 大浦武彦 
　同門会役員 
　　会　長 野平久仁彦 
　　副会長 木村　中 ・ 川嶋邦裕 ・ 佐々木了 
　　幹　事 國分一郎 ・ 竹野巨一 ・ 舟山恵美 ・ 堀内勝己 ・ 林　利彦 
　　監　事 浅見謙二 ・ 松本敏明 
　　最高顧問 新冨芳尚 
　　顧問 吉田哲憲 

北海道大学大学院医学研究院形成外科学教室 教員スタッフ 
2023年12月31日現在 　教　授 山本有平 

　准教授・診療教授 舟山恵美 
　講　師・診療准教授 前田　拓 
　助　教・診療講師 石川耕資 
　助　教 三浦隆洋

第４代会長　野平久仁彦 
（1953年-） 

在任　2019年12月15日～



主な主催全国学会
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1980年 
第1回国際熱傷学会アジア太平洋地区会議 （会長：大浦武彦） 
第6回日本熱傷学会総会 （会長：大浦武彦） 

1986年 
第29回日本形成外科学会学術集会 （会長：大浦武彦） 

1990年 
第8回日本臨床皮膚外科学会学術大会 （会長：松本敏明） 

1991年 
第14回日本美容外科学会総会・第54回学術集会 
 （会長：大浦武彦） 
第3回国際ティシューエキスパンションシンポジウム 
 （会長：大浦武彦） 

1993年 
第11回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会 （会長：大浦武彦） 

1995年 
第22回日本マイクロサージャリー学会 （会長：新冨芳尚） 

1998年 
第16回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会 （会長：杉原平樹） 

2000年 
第43回日本形成外科学会総会・学術集会 （会長：杉原平樹） 

2004年 
第7回日韓国際形成外科学会 （会長：杉原平樹） 
第6回日本褥瘡学会学術集会 （会長：大浦武彦） 

2007年 
第30回日本美容外科学会総会・第100回学術集会 
 （会長：新冨芳尚） 

2009年 
日本下肢救済・足病学会創立学術集会 （会長：大浦武彦） 

2011年 
第3回日本創傷外科学会総会・学術集会 （会長：山本有平） 

2012年 
第28回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 （会長：山本有平） 

2014年 
第32回日本臨床皮膚外科学会学術大会 （会長：木村　中） 

2015年 
第3回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 
 （会長：山本有平） 

2017年 
第40回日本美容外科学会総会・第130回学術集会 
 （会長：野平久仁彦） 

2018年 
第36回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会 （会長：山本有平） 

2019年 
第62回日本形成外科学会総会・学術集会 （会長：山本有平） 

2021年 
第48回日本マイクロサージャリー学会学術集会 
 （会長：関堂　充） 

2022年 
第45回日本美容外科学会総会・第145回学術集会 
 （会長：山本有平） 
第40回日本臨床皮膚外科学会総会・学術大会 
 （会長：南本俊之） 

2023年  
第11回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 
 （会長：関堂　充） 
第19回日本血管腫血管奇形学会学術集会 （会長：古川洋志）


